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315 韓国教会の成長と危機

韓
国
教
会
の
成
長
と
危
機

高　
　

萬　

松

は
じ
め
に

韓
国
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
史
に
お
い
て
教
会
成
長
と
い
う
主
題
は
草
創
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
重
要
な
関
心
事
の
一
つ
で
あ
る
。
韓

国
で
は
教
会
の
量
的
成
長
を
妨
げ
る
要
因
が
多
く
あ
っ
た
。
戦
前
に
は
教
会
も
三
五
年
間
に
わ
た
る
日
本
帝
国
主
義
の
治
下
に
置
か
れ
て
、

迫
害
を
受
け
た
こ
と
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。
一
九
四
五
年
に
日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
「
解
放
」
さ
れ
、
一
九
四
八
年
に
朝
鮮
半
島
の
南

で
は
大
韓
民
国
政
府
が
樹
立
さ
れ
、
半
島
の
北
で
は
北
朝
鮮
政
府
が
樹
立
さ
れ
た
。
共
産
主
義
か
ら
の
迫
害
に
よ
っ
て
大
勢
の
キ
リ
ス
ト
者

達
が
南
に
移
住
し
、
さ
ら
に
一
九
五
〇
年
の
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
に
よ
っ
て
、
一
般
民
衆
と
共
に
教
会
も
共
産
主
義
か
ら
迫
害
を
受
け
、
大
き

な
損
害
を
受
け
た
。
朝
鮮
戦
争
の
休
戦
（
一
九
五
三
年
）
以
降
、
教
会
は
今
ま
で
、
二
つ
の
革
命
、
二
〇
年
間
の
軍
事
独
裁
政
権
、
民
主
化

闘
争
を
経
験
し
、
時
に
は
政
権
と
妥
協
し
庇
護
を
受
け
、
時
に
は
弾
圧
を
受
け
た
。
ま
た
教
会
は
、
半
島
の
南
と
北
と
の
政
治
的
関
係
に

よ
っ
て
影
響
を
受
け
て
い
る
。
成
長
を
妨
げ
る
多
様
な
要
因
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
四
五
年
ま
で
は
緩
慢
な
成
長
過
程
を
経
、
そ
の
後
は

急
激
な
成
長
過
程
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
持
続
的
成
長
の
道
を
辿
っ
て
き
た
教
会
は
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
成
長
が
停
滞

し
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
転
化
し
て
い
る
。
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本
論
文
で
は
韓
国
教
会
の
量
的
成
長
に
関
す
る
特
徴
的
な
点
を
あ
げ
て
み
た
い
。
そ
の
特
徴
と
は
歴
史
的
転
換
期
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教

が
諸
宗
教
に
お
い
て
主
導
権
を
握
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
韓
国
教
会
が
置
か
れ
て
い
た
特
殊
な
状
況
が
教
会
の
成
長
に
プ
ラ
ス

の
要
因
と
し
て
作
用
し
た
と
い
う
点
を
も
あ
げ
て
み
る
。
時
代
区
分
は
戦
前
と
戦
後
に
分
け
、
そ
し
て
韓
国
教
会
の
現
状
と
問
題
点
に
つ
い

て
考
察
し
た
い
と
思
う
。

1　

戦
前
（
一
九
四
五
年
以
前
）
の
成
長
要
因

（
1
）
状
況

「
韓
国
）
1
（

」
最
初
の
組
織
教
会
は
、
一
八
八
五
年
四
月
に
入
国
し
た
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
（H

. G
. U

n
d

e
r
w

o
o

d
, 1

8
5

9

―1
9

1
6

）
に
よ
っ
て

一
八
八
七
年
九
月
に
設
立
さ
れ
た
）
2
（

。
そ
れ
以
降
、
一
九
四
五
年
の
「
解
放
）
3
（

」
ま
で
の
概
略
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
期
間
、
韓
国
教
会

は
量
的
成
長
と
い
う
側
面
に
お
い
て
殆
ど
成
長
不
可
能
と
思
わ
れ
る
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
持
続
的
に
成
長
し
た
。
宣
教
師
達
が
最
初

に
入
国
し
た
頃
に
は
政
府
の
鎖
国
政
策
の
下
で
自
由
に
宣
教
で
き
な
か
っ
た
。
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
が
洗
礼
を
授
け
る
時
に
、
朝
鮮
の
地
で
は

な
く
、
中
国
と
の
辺
境
で
行
わ
れ
た
と
い
う
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
韓
国
の
キ
リ
ス
ト
教
会
は
、
草
創
期
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
の
軋
轢
が

生
じ
た
時
も
あ
っ
た
）
4
（

。「
日
韓
併
合
」
調
印
の
あ
っ
た
頃
（
一
九
一
〇
年
）、
キ
リ
ス
ト
者
は
全
人
口
の
約
一
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し

キ
リ
ス
ト
教
会
は
当
時
の
韓
国
社
会
に
お
い
て
唯
一
全
国
的
な
組
織
体
系
を
持
っ
た
機
関
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
組
織
網
は
後
に
各
地
方

の
成
長
拠
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
前
の
教
会
が
量
的
に
成
長
し
て
き
た
こ
と
は
統
計
か
ら
立
証
で
き
る
。
一
九
〇
七
年
に
平
壌
で
起
き
た
「
大
復
興
運
動
」
が
成
長
の
起
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爆
剤
と
な
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
前
は
、
全
国
的
に
長
老
教
会
だ
け
で
信
徒
が
四
四
、五
八
七
人
し
か
い
な
か
っ
た
）
5
（

。
し
か
し
そ
の

後
、
一
九
一
〇
年
に
は
約
一
一
万
人
に
の
ぼ
っ
た
。
一
九
三
四
年
の
統
計
で
は
約
二
〇
万
人
の
信
徒
が
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
九
一
〇
年

か
ら
一
九
三
〇
年
代
半
ば
ま
で
も
緩
慢
な
成
長
の
道
を
辿
っ
た
。
し
か
し
次
の
よ
う
な
激
減
期
も
あ
っ
た
。
一
九
一
〇
年
の
日
韓
併
合
調
印

と
一
九
一
二
年
の
「
百
五
人
事
件
」
の
後
、「
全
体
の
信
徒
の
数
が
決
定
的
に
減
少
し
」、
一
九
一
九
年
の
三
・
一
運
動
直
後
に
も
そ
の
よ
う

な
現
象
が
起
こ
っ
た
）
6
（

。
そ
し
て
一
九
三
八
年
に
日
本
帝
国
主
義
が
組
織
的
に
教
会
に
神
社
参
拝
を
強
要
し
た
時
か
ら
状
況
が
変
わ
っ
た
。
神

社
参
拝
の
問
題
で
、
一
九
四
〇
年
ま
で
に
三
〇
〇
人
の
牧
師
と
信
徒
達
が
投
獄
さ
れ
た
と
い
う
報
告
が
あ
る
）
7
（

。
一
九
四
〇
年
代
に
な
る
と
教

会
の
成
長
は
止
ま
っ
た
。
教
会
へ
の
弾
圧
に
よ
る
成
長
の
衰
退
は
必
至
で
あ
ろ
う
。「
一
九
四
二
年
の
長
老
教
会
は
前
の
年
に
比
べ
て
教
会

の
数
が
七
五
〇
減
少
し
、
信
徒
も
七
六
、七
四
七
人
減
っ
た
）
8
（

」
と
い
う
報
告
が
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。

（
2
）
成
長
の
教
会
外
的
要
因

韓
国
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
史
に
お
い
て
、
教
会
の
成
長
と
発
展
の
基
盤
は
キ
リ
ス
ト
教
が
諸
宗
教
に
お
い
て
主
導
権
を
握
っ
た
こ
と
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
キ
リ
ス
ト
教
が
韓
国
の
歴
史
の
転
換
期
に
お
い
て
国
家
と
民
衆
の
進
路
に
至
大
な
影
響
を
与
え
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
影
響
は
宗
教
的
な
面
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
的
・
倫
理
的
な
面
に
も
及
ん
だ
。
転
換
期
の
一
つ
は
韓
国
に
最
初
の
宣
教
師
達

が
入
国
し
た
時
期
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
、
鎖
国
政
策
の
余
波
で
未
開
化
の
国
の
「
政
治
的
没
落
期
）
9
（

」
に
主
導
権
を
握
っ
た
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
一
九
四
五
年
の
「
解
放
」
の
前
後
の
時
期
で
あ
る
。
朝
鮮
戦
争
前
後
の
時
期
も
含
ま
れ
る
こ
の
時
期
に
も
、
キ
リ
ス
ト
教
が
主

導
権
を
握
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
以
降
の
教
会
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
が
韓
国
教
会
史
に
お
い
て
顕
著
な
業
績
を
残
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
後
述
す
る
ア
レ
ン
の
存
在
な
し
に
は

彼
の
入
国
は
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
。
閔
庚
培
が
「
ア
レ
ン
な
し
に
は
今
日
の
韓
国
と
そ
の
教
会
が
こ
の
よ
う
な
位
置
と
歴
史
に
到
達
で
き
な
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か
っ
た
で
あ
ろ
う
）
10
（

」
と
言
う
よ
う
に
、
宣
教
師
兼
医
者
で
あ
る
ア
レ
ン
（H

. N
. A

lle
n

, 1
8

5
8

―1
9

3
2

）
の
貢
献
が
大
き
い
。
開
化
期
、
朝

鮮
に
最
初
に
入
国
し
た
ア
レ
ン
は
彼
以
降
の
宣
教
師
達
の
入
国
の
道
を
備
え
た
人
物
で
も
あ
る
。
ア
レ
ン
は
日
記
で
次
の
よ
う
に
自
ら
に
つ

い
て
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
最
初
に
中
国
宣
教
師
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
が
、
そ
こ
を
辞
め
、
当
時
宣
教
が
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

朝
鮮
に
渡
り
、
米
国
公
使
館
付
医
者
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
）
11
（

。
当
時
、
朝
鮮
で
開
化
派
と
守
旧
派
と
の
﹇
甲
申
﹈
政
変
が
起
き
た
）
12
（

。
ア
レ
ン

は
、
そ
の
時
に
重
傷
を
負
っ
た
政
府
の
高
官
﹇M

in
 Y

o
n

g
 Ik

﹈
を
治
療
し
、
彼
﹇M

in

﹈
の
命
を
救
っ
た
。
朝
鮮
王
室
か
ら
医
術
が
認
め

ら
れ
た
ア
レ
ン
は
王
室
の
侍
医
と
な
っ
た
。
政
府
は
ア
レ
ン
に
王
立
病
院
の
建
設
を
許
可
し
、
一
八
八
五
年
二
月
に
朝
鮮
最
初
の
病
院
で
あ

る
「
広
恵
院
」
が
建
て
ら
れ
た
。
そ
の
病
院
が
「
韓
国
最
初
の
宣
教
機
関
と
し
て
、
す
べ
て
の
初
期
宣
教
師
達
の
集
合
地
）
13
（

」
と
な
っ
た
。
ア

ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
の
よ
う
な
宣
教
師
達
は
そ
の
病
院
を
通
し
て
朝
鮮
に
入
国
で
き
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
病
院
か
ら
の
医
療
宣
教
は

韓
国
人
の
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
偏
見
を
解
消
し
、
以
降
の
一
般
庶
民
の
改
宗
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
朝
鮮
に
お
け
る
福
音
宣
教
の
土
壌
は
、
一
五
〇
年
前
の
日
本
に
お
け
る
そ
れ
と
比
べ
ら
れ
る
。
両
者
は
対
極
的
で
あ
る
。

日
本
の
最
初
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
ヘ
ボ
ン
（Jam

e
s C

u
rtis H

e
p

b
u

rn
, M

.D
., 1

8
1

5

―1
9

1

）
14
（1

）
と
他
の
宣
教
師
達
は
、
当
時
一
般
民

衆
か
ら
「
隔
離
」
さ
れ
て
い
た
）
15
（

。
幕
府
の
禁
教
政
策
の
結
果
で
あ
る
。
ヘ
ボ
ン
よ
り
八
ヶ
月
遅
く
来
日
し
た
後
述
の
ネ
ビ
ウ
ス
も
、
結
局
宣

教
が
で
き
ず
、
し
ば
ら
く
滞
在
し
た
後
に
日
本
宣
教
を
放
棄
し
中
国
に
帰
っ
た
。
ま
た
日
本
で
最
初
の
教
会
の
設
立
が
一
八
七
二
年
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
朝
鮮
の
宣
教
の
土
壌
は
日
本
よ
り
恵
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
政
治
・
社
会
的
な
要
因
の
他
に
、
韓
国
人
特
有
の
宗
教
性
の
問
題
も
あ
げ
ら
れ
る
。
当
時
韓
国
人
の
魂
が
空
虚
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
民
衆
の
宗
教
に
は
儒
教
、
仏
教
、
そ
し
て
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
民
衆
の
宗
教
的
要
求
に

応
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
最
も
特
徴
的
に
現
れ
た
の
が
日
露
戦
争
の
時
で
あ
る
。
民
衆
が
彷
徨
っ
て
「
だ
れ
を
頼
っ
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
不

信
の
世
に
、
宣
教
師
こ
そ
頼
り
に
な
る
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
す
ぐ
わ
か
っ
て
き
た
）
16
（

」
の
で
あ
る
。
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（
3
）
成
長
の
教
会
内
的
要
因

①
ネ
ビ
ア
ス
（N

e
viu

s

）
方
法

中
国
の
宣
教
師
ネ
ビ
ア
ス
（Jo

h
n

 L
ivin

g
sto

n
 N

e
viu

s, 1
8

2
9

―1
8

9
3

）
は
韓
国
教
会
の
成
長
に
大
き
く
寄
与
し
た
）
17
（

。
伝
道
・
宣
教
の
原

理
と
し
て
「
ネ
ビ
ア
ス
方
法
」
が
韓
国
の
宣
教
現
場
に
適
用
さ
れ
た
結
果
、
教
会
は
大
き
く
量
的
に
成
長
し
、
目
に
見
え
る
よ
う
な
結
果
を

生
ん
だ
。

当
時
、
韓
国
滞
在
の
宣
教
師
達
は
皆
若
く
、
宣
教
の
経
験
も
浅
か
っ
た
た
め
に
問
題
も
多
か
っ
た
。
宣
教
師
間
の
不
和
も
あ
っ
て
、
何
人

か
の
宣
教
師
は
米
国
の
宣
教
本
部
に
辞
職
書
を
出
す
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
一
八
九
〇
年
四
月
に
そ
の
よ
う
な
問
題
の
打
開
と
宣
教
の
促

進
の
た
め
に
経
験
豊
か
な
ネ
ビ
ア
ス
を
ソ
ウ
ル
に
招
き
、
二
週
間
の
講
義
を
聞
い
た
。
ネ
ビ
ア
ス
方
法
は
、
自
立
伝
道（se

lf-p
ro

p
ag

atio
n

）、

自
立
政
治
（se

lf-g
o

ve
rn

m
e

n
t

）、
自
立
経
済
（se

lf-su
p

p
o

rt

）
と
い
う
原
理
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
体
系
的
聖
書
研
究
会
が
含
ま

れ
て
い
る
）
18
（

。
宣
教
師
達
は
そ
れ
を
応
用
し
て
「
韓
国
版
ネ
ビ
ア
ス
方
法
」
を
作
成
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
八
九
三
年
に
宣
教
師
公
議
会
が
決

め
韓
国
宣
教
に
適
用
し
た
の
で
あ
る
。
一
〇
箇
条
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
一
、
労
働
者
階
級
に
優
先
的
に
伝
道
す
る
こ
と
。
二
、
家
庭

主
婦
の
改
宗
を
重
要
視
す
る
こ
と
。
三
、
地
方
の
都
市
に
小
学
校
を
設
立
し
キ
リ
ス
ト
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
。
四
、
韓
国
人
牧
師
の
養
成

に
力
を
入
れ
る
こ
と
。
五
、
聖
書
の
翻
訳
・
出
版
に
尽
力
す
る
こ
と
。
六
、
す
べ
て
の
宗
教
書
籍
は
ハ
ン
グ
ル
で
出
版
す
る
こ
と
。
七
、
自

給
自
治
の
教
会
を
つ
く
る
こ
と
。
八
、
信
徒
は
誰
で
も
伝
道
者
と
な
る
こ
と
。
九
、
医
療
宣
教
師
は
キ
リ
ス
ト
の
愛
で
治
療
し
患
者
を
感
化

さ
せ
る
こ
と
。
十
、
地
方
に
住
ん
で
い
る
患
者
の
場
合
、
往
診
の
機
会
を
作
っ
て
キ
リ
ス
ト
の
愛
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
）
19
（

。
こ
の

よ
う
な
宣
教
方
針
は
、
聖
書
の
言
葉
を
基
に
し
、
キ
リ
ス
ト
の
愛
を
実
践
す
る
内
容
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
ら
は
そ
れ
を
受
け
る
対
象
者
と

し
て
社
会
の
弱
者
達
を
選
ん
で
い
る
こ
と
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
。
社
会
的
弱
者
を
対
象
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
教
会
の
量
的
成
長
と
結
び
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つ
い
て
い
る
。
当
時
八
〇
％
以
上
の
人
口
が
農
業
に
従
事
し
て
い
た
労
働
者
階
級
、
そ
し
て
身
分
の
弱
い
女
性
達
を
伝
道
の
対
象
と
し
た
と

い
う
こ
と
は
教
会
の
量
的
成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
に
違
い
な
い
。

ネ
ビ
ア
ス
も
日
本
と
関
わ
り
の
あ
っ
た
宣
教
師
な
の
で
簡
略
を
見
よ
う
。
彼
は
在
中
国
宣
教
師
で
あ
っ
て
、
実
は
ヘ
ボ
ン
よ
り
先
に
日
本

へ
の
宣
教
師
と
し
て
任
命
さ
れ
た
。
元
々
ネ
ビ
ア
ス
が
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
最
初
の
宣
教
師
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
彼
の

日
本
へ
の
入
国
は
遅
れ
た
。
ネ
ビ
ア
ス
夫
妻
は
一
八
六
〇
年
六
月
に
神
奈
川
に
到
着
し
、
宣
教
の
た
め
に
日
本
に
七
ヶ
月
滞
在
し
た
後
、
中

国
に
帰
っ
た
。
残
念
な
が
ら
彼
は
「
日
本
に
お
い
て
は
宣
教
師
と
し
て
何
も
残
さ
な
か
っ
た
）
20
（

」。
ネ
ビ
ア
ス
方
法
は
韓
国
で
は
成
功
し
、
中

国
で
は
失
敗
し
た
。
断
言
は
で
き
な
い
が
、
彼
が
日
本
に
残
っ
て
い
た
な
ら
ば
日
本
教
会
の
成
長
に
別
の
可
能
性
が
開
い
た
か
も
知
れ
な

い
。②

伝
道
運
動

戦
前
、
大
き
な
伝
道
運
動
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
平
壌
の
「
大
復
興
運
動
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
百
万
人
救
霊
運
動
」（S

avin
g

 a 

M
illio

n
 S

o
u

ls fo
r C

h
rist

）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

前
者
の
意
義
は
大
き
く
二
つ
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
教
会
に
量
的
成
長
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
今
ま
で
ソ
ウ

ル
中
心
に
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
が
平
壌
に
移
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
勢
力
の
中
心
の
移
動
で
あ
る
。
元
来
そ
の
大
復
興
運

動
は
教
会
の
成
長
を
目
指
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
教
会
に
大
き
な
量
的
成
長
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
毎
年
開
か
れ
る
「
聖
書
研
究

会
」
で
の
祈
り
の
中
で
、
会
衆
達
が
罪
を
悔
い
改
め
、
生
ま
れ
変
わ
る
経
験
を
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
聖
霊
の
働
き
を
集
団
的
に
体

験
し
た
そ
の
運
動
は
、
一
つ
の
教
会
だ
け
で
は
な
く
、
平
壌
か
ら
ソ
ウ
ル
に
、
そ
し
て
全
国
的
に
拡
散
さ
れ
た
運
動
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
教

会
成
長
の
起
爆
剤
と
な
っ
た
の
で
あ
る
）
21
（

。

数
値
で
見
る
と
一
九
〇
六
年
に
二
七
、四
〇
七
人
で
あ
っ
た
信
徒
の
数
が
、
一
九
〇
八
年
に
は
七
二
、九
六
八
人
と
な
っ
た
。
ま
た
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一
九
〇
九
年
に
は
一
一
九
、二
七
三
人
に
な
っ
た
）
22
（

。
大
復
興
運
動
に
よ
っ
て
平
壌
だ
け
で
も
三
、〇
〇
〇
人
の
求
道
者
が
出
た
と
い
う
報
告
も

あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
一
九
四
五
年
ま
で
平
壌
は
半
島
の
キ
リ
ス
ト
教
の
中
心
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

上
記
の
「
大
復
興
運
動
」
は
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
伝
道
の
熱
心
さ
が
弱
く
な
っ
て
い
た
。
一
九
〇
九
年
か
ら
一
九
一
〇
年
の
間
に
は
、
も

う
一
つ
の
伝
道
運
動
が
始
ま
っ
た
。
そ
れ
が
「
百
万
人
救
霊
運
動
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
よ
う
な
実
り
は
な
く
、
約

五
万
人
の
求
道
者
が
出
た
と
い
う
統
計
が
あ
る
が
、
こ
の
伝
道
運
動
も
全
国
に
拡
散
さ
れ
た
。

③
指
導
者
達
の
登
場

一
九
〇
七
年
に
韓
国
人
と
し
て
は
初
め
て
七
人
の
牧
師
が
誕
生
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
人
が
「
大
復
興
運
動
」
の
主
役
で
あ
っ
た
吉
善
宙

（
キ
ル　

ソ
ン
ジ
ュ
）
牧
師
で
あ
る
。
吉
牧
師
は
一
九
〇
七
年
か
ら
一
九
二
〇
年
代
ま
で
活
躍
し
、
当
時
教
会
の
信
徒
の
中
で
、
彼
の
影
響

を
受
け
な
か
っ
た
人
は
い
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
全
国
的
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
も
う
一
人
は
、
一
九
一
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年

代
ま
で
「
大
復
興
運
動
を
全
国
的
運
動
と
昇
華
さ
せ
た
）
23
（

」
人
物
で
あ
っ
た
金
益
斗
（
キ
ム　

イ
キ
ド
ゥ
）
牧
師
で
あ
る
。
金
牧
師
は
全
国
各

地
で
リ
バ
イ
バ
ル
集
会
を
開
き
、
奇
跡
を
体
験
す
る
病
者
も
多
く
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
戦
前
と
戦
後
に
か
け
て
韓
国
教
会
の
指
導

者
と
な
っ
た
牧
師
達
は
青
年
時
代
に
金
益
斗
牧
師
の
集
会
で
回
心
し
改
宗
し
た
。
彼
ら
の
中
に
は
神
社
参
拝
を
拒
ん
で
獄
中
で
殉
教
し
た
朱

基
徹
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
出
身
の
保
守
的
神
学
者
朴
亨
龍
、
そ
し
て
青
山
学
院
出
身
の
自
由
主
義
的
神
学
者
金
在
俊
牧
師
が
い
る
。
彼
ら
が
リ

バ
イ
バ
ル
集
会
で
改
宗
の
体
験
を
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
韓
国
人
の
宗
教
性
の
根
底
を
言
い
表
し
て
お
り
、
知
性
よ
り
感
情
を
重
ん
じ
る
気

質
が
基
底
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。

金
益
斗
牧
師
が
本
格
的
に
活
躍
し
た
の
は
一
九
一
九
年
一
二
月
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
時
代
に
三
・
一
独
立
運
動
の
失
敗
を
経
験
し
た
一
般

民
衆
は
深
刻
な
民
族
的
挫
折
に
苦
し
ん
で
い
た
。
ま
た
教
会
は
、
日
本
帝
国
主
義
か
ら
の
迫
害
だ
け
で
は
な
く
、
世
俗
的
文
明
、
道
徳
的
荒

廃
、
自
由
主
義
、
共
産
主
義
な
ど
か
ら
悪
い
影
響
も
受
け
て
い
た
頃
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
代
に
、
彼
は
独
特
な
使
命
を
持
っ
て
韓
国
教
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会
の
転
換
期
を
導
い
た
）
24
（

。
金
牧
師
が
接
触
し
た
人
々
は
貧
し
き
者
、
病
者
、
ま
た
社
会
か
ら
の
疎
外
層
の
人
々
で
あ
っ
た
。
金
牧
師
の
素
朴

な
信
仰
は
そ
の
よ
う
な
民
衆
に
訴
え
る
力
と
な
り
、
彼
の
説
教
は
民
衆
に
希
望
を
与
え
た
た
め
、
一
般
の
庶
民
か
ら
歓
迎
さ
れ
た
。
あ
る
意

味
で
は
彼
の
集
会
は
、
民
衆
の
憤
り
を
宗
教
的
に
昇
華
さ
せ
た
「
カ
タ
ル
シ
ス
」
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

④
教
会
成
長
を
も
た
ら
し
た
伝
統
と
習
慣

こ
こ
で
は
草
創
期
か
ら
一
九
四
五
年
以
前
の
時
期
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
教
会
が
大
き
く
成
長
し
た
理
由
の
一
つ
に
は
、

教
会
が
常
に
伝
道
に
励
ま
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
戦
前
、
延
禧
専
門
学
校
の
教
授
で
あ
っ
た
ロ
ー
ズ
の
表
現
を
借
り
れ
ば
「
証
し
す

る
教
会
）
25
（

」
で
あ
る
。
例
え
ば
、
洗
礼
志
願
者
達
が
洗
礼
問
答
を
受
け
る
時
、
必
ず
「
聖
書
朗
読
と
祈
り
の
習
慣
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
救

い
の
計
画
、
罪
の
悔
い
改
め
、
結
婚
関
係
、
そ
し
て
他
人
に
福
音
を
伝
え
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
」
な
ど
が
問
わ
れ
た
）
26
（

。
こ
の
よ
う
な
伝

道
の
習
慣
は
少
な
く
と
も
一
九
三
〇
年
代
半
ば
ま
で
守
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
）
27
（

。
前
述
の
ネ
ビ
ア
ス
方
法
に
「
自
立
伝
道
」
と
い
う
項
目
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
伝
道
の
こ
と
で
あ
る
。
初
期
宣
教
師
達
に
伝
道
の
場
を
提
供
し
た
の
が
韓
国
特
有
の
市
場
で
あ
る
。
市
場
は
、
主
要
都
市

で
五
日
毎
に
開
設
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
民
衆
に
と
っ
て
物
々
交
換
の
場
、
情
報
交
換
の
場
で
あ
っ
た
が
、
宣
教
師
達
は
そ
れ
を
「
伝
道
」

の
場
と
し
て
活
用
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
「
祈
り
」
の
習
慣
を
見
よ
う
。
特
徴
的
な
こ
と
は
「
早
天
祈
祷
会
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
九
一
〇
年
以
前
に
韓
国
教
会
に
定
着
し

始
め
た
）
28
（

。
一
九
〇
九
年
に
、
平
壌
の
教
会
で
行
わ
れ
た
初
め
て
の
早
天
祈
祷
会
に
は
六
〇
〇
人
が
参
加
し
、
八
日
目
に
は
お
金
の
代
わ
り
に

伝
道
す
る
日
と
し
て
一
日
が
捧
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
「﹇
伝
道
﹈
日
奉
献
（d

ay
-o

ffe
rin

g

）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
日
に
信
徒
達
が
約

束
し
た
「
伝
道
日
奉
献
」
を
合
算
す
る
と
、
三
、〇
〇
〇
日
を
越
え
た
よ
う
で
あ
る
。
早
天
祈
祷
会
は
、
信
徒
の
教
会
へ
の
無
関
心
を
癒
し
、

他
方
で
は
伝
道
へ
の
意
欲
を
回
復
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

現
今
、
数
万
人
が
集
ま
る
「
早
天
祈
祷
会
」
と
し
て
有
名
な
ソ
ウ
ル
所
在
の
明
星
教
会
の
牧
師
は
、「
多
く
の
牧
師
達
が
教
会
の
成
長
に
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つ
い
て
知
り
た
が
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
成
長
の
要
因
が
あ
る
と
し
た
ら
、
恐
ら
く
早
天
祈
祷
会
が
原
動
力
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
）
29
（

」
と
言

う
。
そ
れ
は
現
在
で
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。（
ま
た
韓
国
で
は
一
八
九
三
年
か
ら
「
水
曜
祈
祷
会
」
が
あ
っ
た
。）

2　

戦
後
（
一
九
四
五
年
以
後
）
に
お
け
る
成
長
要
因

（
1
）
状
況

「
解
放
」
の
直
後
に
海
外
か
ら
韓
国
に
戻
り
、
ま
た
共
産
主
義
の
迫
害
の
あ
っ
た
半
島
の
北
か
ら
南
に
帰
還
し
た
人
は
約
二
〇
〇
万
人
に

の
ぼ
る
。
一
九
四
八
年
に
な
る
と
半
島
の
南
に
は
民
主
主
義
の
政
府
が
、
北
に
は
共
産
主
義
の
政
府
が
樹
立
さ
れ
た
。
特
に
北
朝
鮮
で
は
金

日
成
共
産
党
政
権
が
確
立
さ
れ
た
た
め
に
統
一
の
展
望
が
な
く
な
り
、
大
勢
の
牧
師
達
が
北
朝
鮮
か
ら
南
に
逃
れ
て
来
た
。
ほ
と
ん
ど
の
牧

師
が
新
し
く
牧
会
し
始
め
た
の
で
、
南
側
の
教
会
の
成
長
に
大
き
く
貢
献
し
た
）
30
（

。
韓
国
教
会
の
再
編
成
の
機
会
が
到
来
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
八
年
に
韓
国
政
府
が
樹
立
さ
れ
る
と
、
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
李
承
晩
（
一
八
七
五
―
一
九
六
五
）
が
初
代
大
統
領
に
な
っ
た
）
31
（

。

彼
の
下
で
キ
リ
ス
ト
教
は
諸
宗
教
の
中
か
ら
主
導
権
を
握
っ
て
、
戦
後
再
び
量
的
成
長
の
基
盤
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
九
五
〇
年
に

六
〇
万
人
で
あ
っ
た
信
徒
の
教
が
、
一
九
六
〇
年
に
一
一
四
万
人
に
急
成
長
し
た
と
い
う
統
計
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
恐
ら
く
そ
の
政
権

に
よ
る
庇
護
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
韓
国
教
会
は
爆
発
的
成
長
を
成
し
遂
げ
る
。
韓
国
で
は
大
き
な
教
会
が
「
祈

祷
院
」
を
運
営
す
る
こ
と
が
多
い
。
韓
国
で
祈
祷
院
は
だ
い
た
い
山
中
に
建
て
ら
れ
、
そ
こ
で
集
会
が
持
た
れ
て
い
る
。
小
さ
な
リ
バ
イ

バ
ル
集
会
が
行
わ
れ
、
ま
た
静
か
に
祈
る
場
所
で
も
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
か
ら
そ
の
よ
う
な
祈
祷
院
が
多
く
建
て
ら
れ
、
そ
の
祈
祷
院

を
中
心
と
し
た
信
仰
運
動
が
活
発
化
し
た
。
一
九
七
〇
年
代
は
癒
し
の
祝
福
を
強
調
す
る
リ
バ
イ
バ
ル
運
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
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一
九
八
〇
年
代
は
小
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
そ
こ
か
ら
弟
子
を
育
て
る
よ
う
な
動
き
が
活
発
に
な
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年

代
は
以
上
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
が
教
会
の
成
長
の
モ
チ
ー
フ
を
提
供
し
た
と
思
わ
れ
る
）
32
（

。

（
2
）
朝
鮮
戦
争
（
一
九
五
〇
―
一
九
五
三
年
）
の
影
響

一
九
五
〇
年
の
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
は
韓
国
教
会
に
も
悲
劇
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
半
島
の
北
に
あ
っ
た
諸
教
会
の
喪
失
で
あ
る
。
李
光

順
は｢

解
放
を
迎
え
て
韓
国
教
会
は
苦
し
い
出
発
を
し
た
。
そ
れ
は
国
土
の
分
断
と
共
に
受
け
た
教
会
の
分
断
で
あ
り
、
戦
争
に
伴
っ
て
半

島
の
半
分
、
エ
ル
サ
レ
ム
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
成
長
し
て
き
た
平
壌
に
あ
っ
た
北
の
教
会
を
失
う
苦
痛
で
あ
っ
た｣

と
言
う
）
33
（

。
一
方
で
は
北
に

健
在
し
て
い
た
諸
教
会
の
喪
失
と
い
う
見
方
も
可
能
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
半
島
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
勢
力
の
再
編
成
と
い
う
見
方
も
可

能
で
あ
ろ
う
。
北
に
も
大
勢
の
信
者
が
残
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
迫
害
を
逃
れ
て
、
南
に
避
難
し
た
信
者
も
多
い
。
そ
の
戦
争
に
よ
っ

て
牧
師
と
信
徒
達
の
大
移
動
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
半
島
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
再
編
成
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
今
ま
で
北
の
方
が
中

心
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
中
心
が
南
に
移
動
し
た
。
韓
国
の
キ
リ
ス
ト
教
の
勢
力
は
平
壌
か
ら
ソ
ウ
ル
へ
移
動
し
た
の
で
あ
る
。

元
来
は
半
島
の
北
の
方
で
牧
師
を
勤
め
て
い
た
が
、「
解
放
」
の
後
に
南
の
方
に
移
り
、
ソ
ウ
ル
で
教
会
を
開
拓
し
、
大
き
な
教
会
に
成

長
さ
せ
た
牧
師
が
い
る
。
永
楽
教
会
の
韓
景
職
牧
師
で
あ
る
。
彼
が
一
九
六
六
年
一
〇
月
二
六
日
、「
ベ
ル
リ
ン
世
界
伝
道
大
会
」
で
次
の

よ
う
に
報
告
し
た
。「
第
二
次
世
界
大
戦
の
前
に
は
、
北
部
の
方
に
教
会
は
多
か
っ
た
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
韓
国
キ
リ
ス
ト
者
の
三
分
の

二
が
北
部
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
一
九
五
〇
年
に
共
産
主
義
者
の
侵
略
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
そ
の
迫
害
に
耐
え
ら
れ
ず
、
全
て
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
大
勢
の
キ
リ
ス
ト
者
が
南
の
方
に
避
難
し
て
き
ま
し
た
。
彼
ら
は
福
音
を
携
え
て
至
る
所
に
散
っ
て
行
き
、
新
し
い
教
会
を
建

て
ま
し
た
」
と
語
っ
た
）
34
（

。
こ
れ
は
当
時
の
実
状
と
理
解
し
て
よ
い
。
統
計
に
よ
れ
ば
一
九
四
二
年
に
朝
鮮
半
島
で
長
老
教
会
の
信
徒
の
数
は

二
四
九
、六
六
六
人
で
あ
る
。
南
と
北
と
の
分
断
後
、
一
九
五
九
年
の
統
計
で
は
前
述
の
四
倍
の
八
九
二
、〇
八
三
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
値



325 韓国教会の成長と危機

は
韓
国
長
老
教
団
の
中
の
大
き
な
教
派
を
除
い
た
数
値
な
の
で
、
す
べ
て
の
信
徒
を
網
羅
し
た
数
値
で
は
な
い
が
、
戦
争
後
、
韓
国
教
会
の

成
長
を
示
す
で
あ
ろ
う
）
35
（

。
韓
景
職
に
よ
れ
ば
、
ソ
ウ
ル
市
内
で
三
〇
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
教
会
が
六
〇
〇
教
会
と
な
り
、
一
九
六
〇
年
代

の
半
ば
に
は
全
人
口
の
七
％
が
キ
リ
ス
ト
者
と
な
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
）
36
（

。

「
朝
鮮
戦
争
」
の
前
後
、
大
勢
の
北
の
住
民
達
が
南
下
し
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
前
述
し
た
。
そ
の
中
の
絶
対
多
数
を
キ
リ
ス
ト
者
達

が
占
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
朝
鮮
戦
争
中
の
北
朝
鮮
か
ら
の
捕
虜
の
中
に
大
勢
の
キ
リ
ス
ト
者
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も

看
過
で
き
な
い
。
当
時
の
捕
虜
は
一
一
万
二
千
人
に
の
ぼ
る
。
そ
の
中
で
反
共
思
想
を
持
っ
た
捕
虜
は
各
地
に
分
散
収
容
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
収
容
所
に
お
い
て
も
伝
道
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
か
ら
牧
師
と
な
っ
た
人
も
数
百
人
に
の
ぼ
る
。
一
九
五
一
年
四
月
か
ら
一
年
間
で
三
回
の

洗
礼
式
が
行
わ
れ
九
〇
〇
人
が
洗
礼
を
受
け
、
さ
ら
に
一
、九
七
三
人
が
洗
礼
の
準
備
を
し
て
い
た
。
収
容
所
に
あ
っ
た
教
会
に
登
録
し
た

人
は
一
五
、〇
一
二
人
で
あ
り
）
37
（

、
釈
放
さ
れ
た
二
七
、〇
〇
〇
人
の
反
共
捕
虜
達
に
は
大
勢
の
キ
リ
ス
ト
者
も
含
ま
れ
て
い
た
）
38
（

。

（
3
）
伝
道
運
動

①
最
近
の
伝
道
運
動

伝
道
に
あ
た
っ
て
目
に
付
く
の
が
目
標
値
、
あ
る
い
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
有
力
長
老
教
団
が
昨
年
掲
げ
た
「
イ
ェ

長
﹇
イ
エ
ス
教
長
老
会
﹈
三
百
万
信
徒
運
動
」
も
そ
れ
で
あ
る
。
教
会
の
成
長
が
停
滞
し
、
教
会
に
対
す
る
社
会
の
信
頼
度
が
低
く
な
っ
て

い
る
中
、
そ
れ
は
「
一
次
的
な
教
会
の
更
新
運
動
で
あ
る
。
こ
の
運
動
が
決
し
て
教
会
の
勢
力
拡
大
と
量
的
成
長
の
た
め
の
伝
道
運
動
に
結

ば
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
指
摘
は
妥
当
で
あ
ろ
う
）
39
（

。

戦
後
間
も
な
い
う
ち
は
全
民
族
の
十
分
の
一
、
つ
ま
り
、
一
〇
％
と
い
う
目
標
を
立
て
て
伝
道
を
始
め
た
）
40
（

。
当
時
の
人
口
は
三
〇
〇
〇
万

で
あ
っ
た
の
で
、
三
〇
〇
万
人
を
目
標
と
し
て
い
た
。
一
九
六
五
年
は
、
最
初
の
外
国
人
宣
教
師
が
殉
教
し
た
年
の
一
〇
〇
周
年
で
あ
り
、
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教
会
は
「
三
千
万
人
を
キ
リ
ス
ト
に
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
全
国
福
音
化
運
動
を
展
開
し
）
41
（

、
一
九
八
五
年
の
宣
教
一
〇
〇
周
年
記

念
伝
道
集
会
の
時
に
は
「
全
民
族
を
キ
リ
ス
ト
教
へ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
。

②
兵
士
達
へ
の
伝
道

青
年
を
ど
の
よ
う
に
し
て
教
会
に
招
く
か
と
い
う
の
は
、
日
韓
と
も
に
現
代
教
会
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
韓
国
で
は
教
会
に
青
年
達
を

送
る
供
給
源
と
し
て
、
軍
隊
が
あ
げ
ら
れ
る
。
毎
年
、
三
〇
万
人
の
青
年
が
軍
隊
に
入
り
、
ま
た
そ
こ
か
ら
三
〇
万
人
の
青
年
が
社
会
に
戻

る
。
そ
こ
で
教
会
は
、
数
千
人
の
兵
士
達
に
集
団
的
に
洗
礼
を
授
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
長
老
教
団
に
お
い
て
も
、
二
〇
〇
一
年
二
月
に
、

一
度
に
二
、六
四
〇
人
を
対
象
に
し
て
洗
礼
を
授
け
た
と
い
う
報
告
が
あ
る
）
42
（

。
現
在
、
軍
隊
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
者
の
割
合
は
約
五
五
％
で

あ
る
が
、 

二
〇
二
〇
年
ま
で
の
そ
の
目
標
が
七
五
％
と
設
定
さ
れ
て
い
る
）
43
（

。
質
は
と
も
か
く
し
て
、
量
的
な
成
長
目
標
が
立
て
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

（
4
）
成
長
の
実
態

ま
ず
、教
会
数
の
推
移
を
見
よ
う
。
教
会
数
は
一
九
五
〇
年
に
三
、一
一
四
、
一
九
六
〇
年
に
五
、〇
一
一
、
一
九
七
〇
年
に
一
二
、八
六
六
、 

一
九
八
〇
年
に
二
一
、二
四
三
、
一
九
九
〇
年
に
三
五
、八
一
九
、
一
九
九
三
年
に
は
四
二
、五
八
九
と
増
加
し
た
。
こ
れ
を
見
る
と
、
教
会

の
成
長
は
持
続
的
成
長
で
あ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
と
一
九
九
三
年
の
間
に
は
七
五
〇
％
の
増
加
で
あ
る
。

信
徒
数
の
推
移
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
に
五
〇
〇
、一
九
八
人
、
一
九
六
〇
年
に
六
二
三
、〇
七
二
人
、
一
九
七
〇
年
に

三
、一
九
二
、六
二
一
人
、
一
九
七
七
年
に
五
、〇
〇
一
、四
九
一
人
、
一
九
八
五
年
に
六
、四
八
九
、二
八
二
人
、
一
九
九
一
年
に
八
、〇
三
七
、 

四
六
四
人
、
一
九
九
四
年
に
八
、一
四
六
、五
五
六
人
で
あ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
と
一
九
七
〇
年
の
間
に
四
一
二
％
増
加
し
、
そ
れ
以
降
も
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平
均
三
〇
％
と
い
う
増
加
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
一
年
と
一
九
九
四
年
の
間
の
三
年
間
の
増
加
率
は
一
・
四
％
し
か
な
か
っ
た
）
44
（

。

3　
現
状
と
問
題
点

韓
国
教
会
で
は
「
成
長
」
と
い
う
言
葉
に
と
ら
わ
れ
て
、
一
般
の
人
々
、
あ
る
い
は
、
多
く
の
書
物
に
お
い
て
も
「
全
人
口
の
二
五
％
、

一
二
〇
〇
万
人
の
信
徒
」
と
い
う
言
葉
が
漠
然
と
用
い
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
何
の
拒
否
感
も
な
し
に
、
今
ま
で
そ
の
言
葉
の
通
り
受
け
入
れ

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

二
〇
〇
三
年
に
出
版
さ
れ
た
韓
国
の
有
力
長
老
教
団
の
教
団
史
に
お
い
て
も
、
前
述
と
同
様
に
現
状
を
あ
ま
り
に
意
識
し
て
い
な
い
面

が
見
ら
れ
る
。
そ
の
教
団
史
に
は
、「
韓
国
教
会
は
一
九
七
〇
年
代
、
一
九
八
〇
年
代
を
過
ぎ
て
か
ら
信
徒
一
二
〇
〇
万
と
い
う
驚
く
べ
き

成
長
を
遂
げ
た
）
45
（

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
訂
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
二
〇
〇
万
と
い
う
数
値
は
各
宗
教
団
体
が
政
府
に

報
告
し
た
内
容
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
九
二
年
一
二
月
に
各
宗
教
団
体
が
政
府
に
報
告
し
た
信
徒
の
統
計
を
合
算
す

れ
ば
、
全
人
口
を
上
回
る
（
総
人
口
は
四
二
〇
〇
万
人
で
あ
っ
た
の
に
宗
教
人
口
は
六
六
〇
〇
万
人
に
な
る
。
そ
の
中
で
キ
リ
ス
ト
教
は

一
四
五
〇
万
人
と
な
っ
て
い
る
）
46
（

）。
し
か
し
、
二
〇
〇
五
年
度
の
政
府
の
統
計
が
出
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
信
憑
性
の
あ
る
数
値
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
キ
リ
ス
ト
者
の
人
口
は
八
六
二
万
人
（
全
人
口
の
一
八
％
）
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
を
除
い
た
数
値
で
、
こ
れ

こ
そ
最
も
信
頼
で
き
る
と
言
え
る
。

上
記
の
政
府
の
統
計
数
値
の
結
果
、
信
徒
の
数
が
前
回
（
一
九
九
五
年
）
の
統
計
よ
り
一
四
四
、〇
〇
〇
人
減
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
教
会
の
成
長
が
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
停
滞
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
は
減
少
の
推
移
で
あ
ろ
う
）
47
（

。
李
ウ
ォ
ン
キ
ュ
は
教

会
成
長
の
鈍
化
の
原
因
を
次
の
よ
う
に
あ
げ
て
い
る
）
48
（

。
余
暇
産
業
が
発
達
し
た
と
い
う
こ
と
、
経
済
の
発
展
、
そ
し
て
社
会
政
治
的
発
展
で
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あ
る
。
余
暇
産
業
の
発
展
は
個
人
の
精
神
的
緊
張
を
緩
和
し
、
宗
教
の
代
わ
り
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
経
済
的
に
も
余
裕
が
出
て
、
貧
困

に
対
す
る
切
迫
感
が
な
く
な
っ
た
。
む
し
ろ
、
経
済
的
余
裕
に
よ
っ
て
人
生
を
楽
し
む
こ
と
に
の
み
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
政

治
的
発
展
に
伴
う
民
主
化
、
社
会
福
祉
の
改
善
に
よ
っ
て
、
社
会
的
不
安
の
心
理
も
弱
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
に
も
う
一
つ
加
え
る
な
ら

ば
、
過
去
の
二
つ
の
政
権
に
よ
っ
て
施
行
さ
れ
た
北
朝
鮮
へ
の
「
太
陽
政
策
」
が
、
戦
争
に
対
す
る
不
安
を
無
く
し
、
信
仰
心
を
弱
め
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
全
体
の
雰
囲
気
の
中
で
、
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
教
会
が
社
会
か
ら
信
頼
を
失
っ
て
い
る
現
状
が

あ
る
。
二
〇
〇
八
年
の
「
韓
国
教
会
の
社
会
的
信
頼
度
世
論
調
査
）
49
（

」
に
よ
れ
ば
、
調
査
対
象
者
の
中
で
韓
国
教
会
を
信
頼
す
る
と
い
う
応
答

者
は
一
八
・
四
％
に
過
ぎ
ず
、「
信
頼
し
な
い
」
と
い
う
応
答
は
四
八
・
八
％
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
宗
教
を
持
た
な
い
人
々
が
韓
国
教
会
を

信
頼
す
る
と
い
う
応
答
は
七
・
五
％
、「
信
頼
し
な
い
」
と
い
う
応
答
は
五
二
・
七
％
で
あ
っ
た
。
宗
教
機
関
の
評
価
に
つ
い
て
も
、
カ
ト

リ
ッ
ク
は
三
五
・
二
％
、
仏
教
が
三
一
・
一
％
で
あ
っ
た
の
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
は
一
八
％
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
入
っ
て
カ

ト
リ
ッ
ク
が
急
成
長
し
て
い
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
は
一
九
九
五
年
の
統
計
で
二
九
五
万
人
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
五
年
の

統
計
で
は
五
一
四
万
人
に
な
り
、
五
年
で
二
一
九
万
人
が
増
え
た
結
果
に
な
る
（
七
四
・
四
％
と
急
成
長
）。

で
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
全
体
に
は
ど
う
い
う
現
象
が
起
き
て
い
る
の
か
。
信
徒
の
「
水
平
移
動
」
が
あ
る
。
水
平
移
動
と
は
、
教
会

に
求
道
者
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
既
存
の
キ
リ
ス
ト
者
の
教
会
間
の
移
動
の
こ
と
で
あ
る
。
現
今
の
傾
向
と
し
て
、
小
さ
な
教

会
か
ら
大
型
の
教
会
へ
の
移
動
が
目
立
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
小
規
模
の
教
会
は
ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
り
、
遂
に
は
閉
鎖
す
る
危
機
に
直

面
し
て
い
る
。
反
対
に
何
千
人
か
ら
数
万
人
の
教
会
は
、
さ
ら
に
量
的
に
急
増
す
る
現
象
で
あ
る
。

牧
会
内
部
の
問
題
も
指
摘
で
き
る
。
そ
の
た
め
教
会
に
対
す
る
社
会
の
評
判
が
悪
く
、
信
頼
度
が
低
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
牧
会
の
世

襲
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
の
教
会
で
起
き
て
い
る
う
ち
は
社
会
的
な
問
題
と
は
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
が
幾
つ
か
の
大
型
の
教
会

で
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
た
め
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
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結
び

韓
国
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
も
歴
史
の
流
れ
の
中
を
歩
ん
で
き
た
。
キ
リ
ス
ト
教
が
歴
史
の
転
換
期
に
お
い
て
諸
宗
教
の
中
か
ら
主
導
権

を
握
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
転
換
期
を
通
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
勢
力
の
中
心
地
が
移
動
し
た
と
い
う
こ
と
は
意
味
深
い
。
草
創
期
に
は
、

政
治
的
没
落
期
に
宗
教
的
・
社
会
的
・
倫
理
的
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
が
諸
宗
教
か
ら
主
導
権
を
確
立
で
き
た
。

そ
の
結
果
、
一
般
民
衆
に
内
在
し
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
偏
見
が
次
第
に
な
く
な
り
、
多
く
の
改
宗
者
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
主

導
権
は
一
九
四
五
年
の
「
解
放
」
に
至
る
ま
で
続
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
戦
後
は
、「
解
放
」
と
一
九
五
〇
年
の
「
朝
鮮
戦
争
」
の

勃
発
に
よ
っ
て
朝
鮮
半
島
の
キ
リ
ス
ト
教
勢
力
の
中
心
地
が
変
わ
っ
た
。
平
壌
か
ら
ソ
ウ
ル
へ
の
移
動
で
あ
っ
た
。
共
産
主
義
か
ら
の
迫
害

で
半
島
の
北
の
地
域
に
あ
っ
た
諸
教
会
は
失
わ
れ
た
が
、
そ
の
代
わ
り
に
大
勢
の
牧
師
達
が
南
に
避
難
し
教
会
を
建
て
、
教
会
の
成
長
に
寄

与
し
た
。

戦
後
、
教
会
は
一
九
九
〇
年
ま
で
は
急
成
長
の
道
を
辿
っ
て
き
た
。
信
憑
性
の
あ
る
政
府
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
信
徒
の
数
が
前
回

（
一
九
九
五
年
）
の
統
計
よ
り
一
四
四
、〇
〇
〇
人
減
っ
て
い
る
。
教
会
の
成
長
が
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
停
滞
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら

は
減
少
の
推
移
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
者
の
減
少
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
か
ら
の
信
頼
を
得
ら
れ
な
い
キ
リ
ス
ト
教
と
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。
そ
れ
が
教
会
の
危
機
で
あ
る
。

韓
国
の
キ
リ
ス
ト
者
の
割
合
は
、
今
ま
で
漠
然
と
用
い
ら
れ
て
い
る
全
人
口
の
二
五
％
の
一
二
〇
〇
万
の
信
徒
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な

く
、
全
人
口
の
一
八
・
三
％
の
八
六
二
万
人
な
の
で
あ
る
）
50
（

。
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注

（
1
） 

一
九
四
八
年
に
大
韓
民
国
政
府
が
樹
立
さ
れ
、
そ
れ
以
前
は
「
朝
鮮
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
混
乱
を
防
ぐ
た
め
「
韓
国
」
と
い
う

表
記
を
優
先
す
る
。

（
2
） 

一
四
人
の
信
徒
が
集
ま
っ
て
二
人
の
長
老
を
選
任
し
、
最
初
の
長
老
教
会
と
な
っ
た
。
厳
密
に
言
え
ば
、
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
の
入
国
の
前
、

一
八
八
三
年
五
月
に
半
島
の
西
北
地
域
の
黄
海
道
に
信
徒
の
集
ま
り
と
し
て
「
ソ
レ
教
会
」
と
い
う
非
組
織
教
会
が
あ
っ
た
。

（
3
） 

以
下
「
解
放
」
と
は
、
韓
国
が
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
に
日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
4
） 

例
え
ば
一
八
九
九
年
に
黄
海
道
載
寧
郡
垣
内
洞
と
い
う
町
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
徒
が
礼
拝
堂
を
建
築
し
よ
う
と
し
た
時
、
百
人
余
り

の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
集
団
に
暴
行
を
加
え
、
礼
拝
堂
の
共
同
使
用
を
要
求
し
た
。
閔
庚
培
『
韓
国
基
督
教
会
史
』
延
世
大
学
校
出
版
部
、

二
〇
〇
九
年
、
一
九
一
頁
。

（
5
） H

. A
. R

h
o

d
e
s, H

istory of th
e K

orea
 M

ission
 P

resbyteria
n

 C
h
u

rch
 U

. S
. A

. 1
8

8
4

―1
9

3
4

, P
re

sb
y
te

rian
 C

h
u

rch
 o

f K
o

re
a D

e
p

artm
e
n

t 

o
f E

d
u

catio
n

, 1
9
3
4

（
韓
国
語
訳
、『
米
国
北
長
老
教
韓
国
宣
教
会
史 

』
崔
ゼ
コ
ン
訳
、
延
世
大
学
校
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年
、
五
二
九
頁
）。

長
老
教
会
だ
け
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
九
―
一
九
一
〇
年
に
非
組
織
教
会
が
一
、〇
六
五
個
所
、
組
織
教
会
が
六
五
個
所
、
洗
礼
者
が

三
二
、五
〇
九
人
、
全
信
徒
が
一
一
〇
、三
六
二
人
で
あ
る
。
そ
れ
が
一
九
三
二
―
一
九
三
三
年
に
は
非
組
織
教
会
が
八
四
七
個
所
、
組
織
教
会

が
七
四
六
個
所
、
洗
礼
者
が
七
四
、五
六
六
人
（
部
分
的
な
数
値
）、
全
信
徒
が
一
九
九
、六
二
五
人
と
な
っ
て
い
る
。

（
6
） 

同
上
書
、
五
三
四
頁
。

（
7
） 

閔
庚
培
、
前
掲
書
、
五
一
六
頁
。

（
8
） 

大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
歴
史
委
員
会
編
『
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
教
会
史　

上
』
韓
国
長
老
教
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
四
五
一
頁
。

（
9
） 

同
上
書
、
一
八
六
頁
。

（
10
） 

閔
庚
培
『
ア
レ
ン
の
宣
教
と
近
代
韓
美
外
交
』
延
世
大
学
校
出
版
部
、
一
九
九
二
年
、
一
二
八
頁
。
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（
11
） H

. N
. A

lle
n

, H
. N

. A
llen

’s D
ia

ry, D
an

k
o

o
k

 U
n

ive
rsity

 P
re

ss, 2
0
0
8
, 3

9
5

（『
ア
レ
ン
の
日
記
』
金
源
模
訳
、
檀
国
大
学
校
出
版
部
、
二
〇
〇
八

年
）。

（
12
） 
朝
鮮
で
は
、「
西
洋
や
日
中
と
の
関
係
が
深
ま
る
に
つ
れ
、
西
洋
文
明
を
参
照
し
つ
つ
国
内
を
改
革
し
よ
う
と
す
る
開
化
派
の
知
識
人
が
現
れ
た
。

開
化
派
は
一
八
九
四
年
一
二
月
四
日
、
郵
政
局
（
郵
便
局
）
の
開
局
祝
賀
宴
を
好
機
と
し
て
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
た
」。
そ
れ
を
「
甲
申
政
変
」

と
呼
ぶ
。
三
谷
博
他
編
『
大
人
の
た
め
の
近
現
代
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
、
二
二
一
頁
。

（
13
） 

徐
正
敏
『
濟
衆
院
と
初
期
韓
国
基
督
教
』
延
世
大
学
校
出
版
部
、
二
〇
〇
三
年
、
一
一
九
頁
。

（
14
） 

ヘ
ボ
ン
は
前
述
の
ア
レ
ン
と
交
わ
り
が
あ
っ
た
。
ア
レ
ン
の
一
八
八
七
年
一
一
月
二
九
日
の
日
記
に
は
ヘ
ボ
ン
の
家
へ
の
訪
問
記
録
が
あ
る
。

「
私
は
昨
日
、
日
本
駐
在
の
米
国
長
老
教
牧
師
ヘ
ボ
ン
博
士
夫
妻
を
訪
問
し
た
。
ヘ
ボ
ン
博
士
か
ら
は
歓
待
を
受
け
た
が
、
奥
様
か
ら
は
そ
う
で

は
な
か
っ
た
」。A

lle
n

, op
.cit., 5

2
7
.

（
15
） 

中
島
耕
二
他
『
長
老
・
改
革
教
会
来
日
宣
教
師
事
典
』
新
教
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
二
八
頁
。

（
16
） H

. G
. U

n
d

e
r
w

o
o

d

『
朝
鮮
の
呼
び
声
』
韓
ソ
ク
ヒ
訳
、
未
來
社
、
一
九
七
六
年
、
一
四
八
頁
。

（
17
） 

米
国
長
老
教
会
海
外
宣
教
局
は
一
八
五
九
年
一
月
一
二
日
に
委
員
会
を
開
き
、
ネ
ビ
ア
ス
を
正
宣
教
師
と
任
命
し
た
。
し
か
し
彼
は
日
本
に
は

何
も
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
。
中
島
耕
二
、
前
掲
書
、
二
七
頁
。

（
18
） 

金
仁
洙
「
一
九
〇
七
年
平
壌
信
仰
覚
醒
運
動
の
歴
史
的
背
景
」、『
教
会
と
神
学
』
春
号
、
長
老
会
神
学
大
学
校
、
二
〇
〇
七
年
、
三
一
頁
。cf. 

C
h

arle
s A

lle
n

 C
lark

, T
h
e N

eviu
s P

la
n

 for M
ission

 W
ork

: Illu
stra

ted
 in

 K
orea

, C
h

ristian
 L

ite
ratu

re
 S

o
cie

ty, 1
9
3
7

（
韓
国
語
訳
、『
韓

国
教
会
と
ネ
ビ
ア
ス
宣
教
政
策
』
朴
容
奎
訳
、
大
韓
基
督
教
書
会
、
一
九
九
四
年
、
三
二
〇
頁
）。

（
19
） 

金
良
善
『
韓
国
基
督
教
史
研
究
』
基
督
教
文
社
、
一
九
七
一
年
、
七
三
頁
。

（
20
） 

中
島
耕
二
、
前
掲
書
、
二
八
頁
。
そ
れ
で
、
ヘ
ボ
ン
が
最
初
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
と
な
っ
た
。

（
21
） K

im
 In

 S
e

o
, Ju

 G
i-C

h
eu

l: T
h
e L

ife o
f T

h
e R

ev
eren

d
 S

o
ya

n
g Ju

 G
i-C

h
eu

l, L
a

m
b o

f Jesu
s, P

re
sb

y
te

ria
n

 C
o

lle
g

e
 a

n
d

 T
h

e
o

lo
g

ic
a
l 

S
e
m

in
ar

y
 P

re
ss, 2

0
0
8
, 3

2
.

（
22
） C
lark

（1
9
3
7

）
の
統
計
に
よ
る
。
朴
容
奎
訳
、
前
掲
書
、
三
八
二
―
三
頁
。

（
23
） 

朴
容
奎
『
韓
国
基
督
教
会
史　
2
』
い
の
ち
の
こ
と
ば
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
八
〇
頁
。

（
24
） 

閔
庚
培
、
前
掲
書
、
四
二
五
頁
。
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（
25
） R

h
o

d
e
s, op

.cit., 2
4
7
.

（
26
） Ibid

.

（
27
） Ibid

., 3
7
4
.

（
28
） 

玉
聖
得
「
平
壌
大
復
興
運
動
と
吉
善
宙
霊
性
の
道
教
的
影
響
」、『
韓
国
基
督
教
と
歴
史
』
二
五
号
、
韓
国
基
督
教
歴
史
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
、

九
二
頁
。

（
29
） 

韓
崇
弘
「
金
三
煥
牧
師
の
牧
会
哲
学
」、『
教
会
と
神
学
』
夏
号
、
長
老
会
神
学
大
学
校
、
二
〇
〇
六
年
、
一
〇
五
頁
。
そ
の
教
会
は
毎
日
の
早

天
祈
祷
会
の
以
外
に
、
毎
年
二
回
の
特
別
早
天
祈
祷
会
が
あ
る
。
そ
の
時
に
は
、
毎
日
平
均
三
〇
、〇
〇
〇
〜
三
五
、〇
〇
〇
人
が
参
加
し
て
い

る
。

（
30
） 

大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
総
会
歴
史
委
員
会
編
『
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
教
会
史　

下
』
韓
国
長
老
教
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
四
三
頁
（
以
下
、

『
長
老
教
会
史　

下
』
と
略
記
）。

（
31
） 

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
大
学
院
、
国
際
政
治
学
博
士
。

（
32
） 

一
九
六
〇
年
代
以
降
の
状
況
は
、
長
老
会
神
学
大
学
校
の
韓
国
一
教
授
に
よ
る
。
韓
国
一
「
生
命
的
観
点
で
見
た
教
会
成
長
」、『
教
会
と
神
学
』

秋
号
、
長
老
会
神
学
大
学
校
、
二
〇
〇
六
年
、
七
四
頁
。

（
33
） 

李
光
順
「
二
〇
世
紀
韓
国
教
会
の
宣
教
的
挑
戦
と
展
望
」、『
教
会
と
神
学
』
三
七
号
、
長
老
会
神
学
大
学
校
、
一
九
九
九
年
、
六
五
頁
。

（
34
） 

韓
景
職
『
韓
景
職
牧
師
説
教
全
集
』
九
巻
、
韓
景
職
牧
師
記
念
事
業
会
、
二
〇
〇
九
年
、
二
八
九
頁
。

（
35
） 

李
光
順
、
前
掲
書
。

（
36
） 

韓
景
職
、
前
掲
書
、
二
九
〇
頁
。

（
37
） 

徐
正
敏
『
韓
国
教
会
社
会
運
動
史
』
イ
レ
書
院
、
一
九
九
五
年
、
二
七
一
頁
。

（
38
） 

戦
争
捕
虜
に
伝
道
し
て
、
一
五
万
の
捕
虜
の
う
ち
、
約
二
万
が
福
音
を
受
け
入
れ
、
そ
の
中
で
一
五
〇
人
が
牧
師
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
韓
景
職
、
前
掲
書
、
二
九
〇
頁
。

（
39
） 

林
熙
國
「
韓
国
教
会
の
社
会
的
公
的
責
任
と
『
イ
ェ
長
三
〇
〇
万
信
徒
運
動
』」、『
三
百
万
信
徒
運
動
と
韓
国
教
会
の
公
的
責
任
』
公
的
神
学
と

教
会
研
究
所
、
第
一
回
公
開
講
座
、
於
韓
国
教
会
一
〇
〇
周
年
記
念
館
（
二
〇
〇
九
・
六
・
一
五
）、
一
六
頁
、
未
出
版
。

（
40
） 『
長
老
教
会
史　

下
』、
四
五
頁
。
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（
41
） 

同
上
書
、
一
七
九
頁
。

（
42
） 「
総
会
の
知
ら
せ
」、『
教
会
と
神
学
』
四
四
号
、
長
老
会
神
学
大
学
、
二
〇
〇
一
年
、
一
九
〇
頁
。

（
43
） 『
長
老
教
会
史　

下
』
三
五
二
頁
。

（
44
） 

資
料
の
特
性
上
、
一
九
九
二
年
現
在
で
あ
る
。
李
ウ
ォ
ン
キ
ュ
『
韓
国
教
会
何
が
問
題
か
？
』
監
理
教
神
学
大
学
校
出
版
部
、
一
九
九
八
年
、

一
六
七
頁
。
一
九
九
二
年
現
在
韓
国
で
は
一
七
の
既
成
宗
教
と
四
〇
〇
余
り
の
新
興
宗
教
が
あ
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
で
は
一
一
三
の
教

派
が
あ
り
、
仏
教
に
も
三
六
の
派
が
あ
る
。

（
45
） 

同
上
書
、
二
九
一
頁
。

（
46
） 

同
上
書
、
一
八
八
頁
。

（
47
） 

李
ウ
ォ
ン
キ
ュ
『
韓
国
教
会
の
危
機
と
希
望
』k

m
c,  

二
〇
一
〇
年
、
一
一
八
頁
。

（
48
） 

同
上
書
、
一
三
〇
頁
。

（
49
） 

李
ウ
ォ
ン
キ
ュ
、
前
掲
書
、
二
三
六
頁
。

（
50
） 

二
〇
〇
五
年
現
在
、
仏
教
徒
は
約
一
、〇
七
〇
万
人
（
全
体
人
口
の
二
二
・
八
％
）、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
徒
は
約
八
六
〇
万
人
（
全
体
人
口
の

一
八
・
三
％
）、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
は
約
五
一
五
万
人
（
全
体
人
口
の
一
〇
・
九
％
）
で
あ
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
を
合
わ
せ
た

キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
一
、三
八
〇
万
人
と
し
て
全
体
人
口
の
二
九
・
二
％
に
達
す
る
。
李
ウ
ォ
ン
キ
ュ
、
前
掲
書
、
五
五
頁
。

本
論
文
は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
一
七
日
、
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
で
開
催
さ
れ
た
二
〇
一
〇
年
度
日
本
基
督
教
学
会
関
東
支
部
会
で
の
発
表
に
加

筆
・
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。




